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H23.5.27～H23.5.31 住民懇談会意見概要 

                                                    （（（（町内町内町内町内 15151515 会場会場会場会場、、、、町外町外町外町外 4444 会場会場会場会場    参加者合計参加者合計参加者合計参加者合計 1,0691,0691,0691,069 人人人人））））    

１１１１．．．．全体的全体的全体的全体的なななな傾向傾向傾向傾向    

・住民の最大の関心事は、10年後のまちづくりも大事だが、当面の生活再建（居住、職の確保）、及び

公的な支援（自力での再建は困難）が望まれている。 

・ほぼ共通する認識としては、『このまま以前のように住み続けることはできない』、『防潮堤のみで津

波を防ぐのは困難』、『漁業施設は海沿いから離せない（浸水は割り切って考える）』等。 

    

    

２２２２．．．．プランプランプランプラン、、、、今後今後今後今後のまちづくりにのまちづくりにのまちづくりにのまちづくりに関関関関するするするする意見意見意見意見・・・・要望要望要望要望    

【【【【復興計画復興計画復興計画復興計画のののの策定方法策定方法策定方法策定方法・・・・プロセスプロセスプロセスプロセスについてについてについてについて】】】】                                                                                                                                                                                    

◆◆◆◆迅速迅速迅速迅速なななな計画策定計画策定計画策定計画策定    

生活再建支援加算金申請期限(震災後 37 ヶ月)を見据え、早期の計画策定の要望が強い。特に、浸水区域で

の仮営業も考えている事業者は、一刻も早い策定（漁業再開、商店の営業再開）を希望。被災者は、将来の見

通しが立たないことに大きな不安を感じているので、具体的な復興計画を早く知りたい。 

◆◆◆◆過去過去過去過去のののの反省反省反省反省をををを活活活活かしたかしたかしたかした計画策定計画策定計画策定計画策定    

津波被害を繰り返している（津波→高台移転→海沿いへの回帰→津波）ことを踏まえ、今回の津波だ

けでなく過去の津波被害や対策の検証、他地区事例の調査等、過去の反省と分析をしっかり行い、計画

に反映する。もう二度と被害を出さないようにすべき。 

◆◆◆◆住民参加住民参加住民参加住民参加のののの実施実施実施実施    

住民目線での計画、産業の現場で働いている人の意見の反映、各地区の意見を吸い上げる仕組みづく

り（例：復興委員会○○地区支部）等が望まれている。 

◆◆◆◆情報公開情報公開情報公開情報公開（（（（アンケートアンケートアンケートアンケート・・・・住民懇談会住民懇談会住民懇談会住民懇談会のののの結果結果結果結果等等等等のののの公表公表公表公表））））    

他の人、他の地区の意見はまちづくりを考える上で参考になるので、住民参画を求めるのであればプ

ロセスの透明化（策定委員会の情報、スケジュール等）や情報公開が必要。 

    

【【【【土地利用土地利用土地利用土地利用・・・・建築建築建築建築についてについてについてについて】】】】                                                                                                                                                                                                                            

◆◆◆◆居住居住居住居住とととと産業産業産業産業のののの棲棲棲棲みみみみ分分分分けけけけ    

居住地は高台や集落奥地に移し、海沿いは産業（漁業）施設や公園等にするという意見が多い。高台

への漁業施設移転という意見は皆無で、漁業施設の被災はある程度割り切っている。 

◆◆◆◆浸水区域浸水区域浸水区域浸水区域でのでのでのでの営業営業営業営業・・・・業務再開業務再開業務再開業務再開    

居住を伴わない事業（漁業施設、商業店舗等）について、まちづくり事業への協力（将来的な移転）

を前提に、仮設による営業を認めて欲しいとの要望が多い。 

◆◆◆◆地域地域地域地域コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティのののの維持維持維持維持へのへのへのへの配慮配慮配慮配慮    

地域コミュニティの維持への要望（地区内での移転地選定、仮設住宅団地の構成等）が強い。町によ

るコミュニティ形成、自治会の立ち上げ等の誘導も必要である。 

◆◆◆◆仮設住宅後仮設住宅後仮設住宅後仮設住宅後のののの居住居住居住居住のののの確保確保確保確保    

２重ローンや両親の被災等により住宅再建が難しい人が多く、仮設住宅後の被災者用住宅の整備、被

災地の買い上げ（被災地の公有地化）が要望されている。 
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【【【【道路道路道路道路等等等等についてについてについてについて】】】】                                                                                                                                                                                                                                                

◆◆◆◆堤防堤防堤防堤防とととと一体化一体化一体化一体化したしたしたした道路整備道路整備道路整備道路整備    

海沿いの幹線道路を嵩上げして堤防と一体化することで、道路の防災性強化を図る。道路及び堤防の

整備費抑制にもつながる。 

◆◆◆◆道路道路道路道路ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの充実充実充実充実（（（（集落孤立化集落孤立化集落孤立化集落孤立化のののの防止防止防止防止、、、、避難経路避難経路避難経路避難経路のののの確保確保確保確保））））    

一本道で結ばれる集落等が多く、道路寸断により孤立しやすい。周辺自治体との連絡路、各避難地、

避難所を結ぶ道路の充実も含め、道路ネットワークの充実（経路の確保、連絡道路の機能強化）が必要。

特に、三陸縦貫道の重要性が認識されており、三陸縦貫道の全線開通、緊急時に三陸縦貫道にアクセス

出来る道路の整備が望まれている。 

◆◆◆◆自動車自動車自動車自動車のののの避難避難避難避難をををを考慮考慮考慮考慮したしたしたした避難路避難路避難路避難路のののの整備整備整備整備    

自動車で避難する人が多く、渋滞等により被害が拡大した。自動車での避難を想定し、海から山に向

かう広幅員避難道路（四車線化、歩道整備等）を複数整備する。 

 

【【【【堤防堤防堤防堤防等等等等についてについてについてについて】】】】                                                                                                                                                                                                                                                    

◆◆◆◆堤防決壊要因堤防決壊要因堤防決壊要因堤防決壊要因のののの検証検証検証検証とととと施策施策施策施策へのへのへのへの反映反映反映反映    

新しく整備された無筋の重力式堤防が決壊し、古い堤防（鉄筋入り）が津波に耐えたという状況から、

決壊要因を検証し今後の整備に反映することが強く求められている。 

◆◆◆◆道路道路道路道路、、、、鉄道鉄道鉄道鉄道のののの海沿海沿海沿海沿いいいい幹線道路幹線道路幹線道路幹線道路のののの嵩上嵩上嵩上嵩上げによるげによるげによるげによる防潮防潮防潮防潮機能強化機能強化機能強化機能強化    

堤防強化と合わせた海沿いの幹線道路（国道 45号や県道等）嵩上げにより、道路と堤防を一体化して

防災性の強化を図る。 

◆◆◆◆ＪＲＪＲＪＲＪＲ線路線路線路線路のののの移設及移設及移設及移設及びびびび嵩上嵩上嵩上嵩上げげげげ    

ＪＲ線路を海沿いに移設し、幹線道路等と合わせて嵩上げすることにより、堤防と一体となった防潮

施設として防災性の強化を図る。 

◆◆◆◆堤防堤防堤防堤防のののの門扉門扉門扉門扉のののの削減削減削減削減    

津波により門扉が破壊されたこと、および閉門作業中の消防団員の被災を受け、門扉の削減と門扉至

近への避難ビルの整備が提案された。 

 

【【【【産業産業産業産業のののの再生再生再生再生】】】】                                                                                                                                                                                                                                                            

◆◆◆◆漁業漁業漁業漁業のののの迅速迅速迅速迅速なななな再生再生再生再生    

山田町の主産業は漁業であり、まちの振興、住民の生活再建（収入の確保）には漁業の再生が不可欠。

漁業が再生しないと、漁業関係者を主な顧客とする商業も再生できない。漁業は時期が重要なので、一

刻も早い再生（漁港施設の整備、海のガレキの撤去等）が必要。 

 

【【【【生活支援生活支援生活支援生活支援】】】】                                                                                                                                                                                                                                                                    

◆◆◆◆全壊住宅以外全壊住宅以外全壊住宅以外全壊住宅以外へのへのへのへの支援支援支援支援    

仮設住宅への入居、生活家電への支給等、居宅が全壊した世帯と自宅避難世帯（半壊、家財道具流出）

に対する支援の格差が大きいため、自宅避難者への支援が強く要望されている。 

◆◆◆◆迅速迅速迅速迅速・・・・確実確実確実確実なななな情報伝達情報伝達情報伝達情報伝達    

避難所にしか情報が伝わらないため、避難所と自宅避難者で情報格差が大きい、防災無線施設被災に

より防災無線が聞こえない個所があるなど、情報伝達に格差が発生している。町職員と住民の情報格差

が、職員の対応への不満の要因ともなっている。避難情報、支援情報等、迅速かつ確実な情報伝達が強
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く望まれている、防災無線放送の充実、インターネット（携帯電話）を利用した情報伝達、及び公開情

報の迅速な更新等が望まれている。 

◆◆◆◆仮設住宅入居後仮設住宅入居後仮設住宅入居後仮設住宅入居後のののの支援支援支援支援    

保健師による健康相談や心のケア等、心身の健康に対する支援や、住宅再建のための２重ローンに対

する公的な支援等、生活再建のための支援の継続が望まれている。 

    

【【【【そのそのそのその他他他他】】】】                                                                                                                                                                                                                                                                        

◆◆◆◆経験経験経験経験やややや歴史歴史歴史歴史のののの継承継承継承継承    

浸水危険区域が示されているのにそこまで避難しない、低地への居住による被災の繰り返しなど、過

去の経験、歴史が避難活動、まちづくり等に活かされていない。ハード整備だけでなく、過去の反省と

被災の経験を未来に継承し、同じ過ちを繰り返さないことが必要。 

◆◆◆◆介護施設介護施設介護施設介護施設、、、、病院病院病院病院のののの整備整備整備整備    

町内で一番大きな介護施設、病院（県立病院）が被災したため、最も支援が必要な要介護者、病人が

不自由している。住宅だけでなく、介護施設、山田病院（大槌病院との統合含む）の早急な整備が望ま

れている。障害者に対する住居の支援も必要である。 

◆◆◆◆通学生通学生通学生通学生のののの安全確保安全確保安全確保安全確保    

夜は真っ暗であり、治安や交通安全上問題があるので、通学路における街灯の整備、衛生状況の改善、

バス路線の充実（停留所の増設）等、通学生の安全確保が必要。特に街灯の整備が必要。 

◆◆◆◆火災火災火災火災へのへのへのへの対応対応対応対応    

津波後に発生した火災により、被害が拡大した。津波対策だけでなく、消防水槽や貯水池の整備、消

火活動を意識したまちづくり等、火災についても対策を検討すべき。 

 

３３３３．．．．質問質問質問質問、、、、不満等不満等不満等不満等    

主な質問、不満等を以下にまとめる。 

●●●●質問質問質問質問    

・仮設住宅について（いつまで住めるか、抽選方法やスケジュール、抽選における優先枠の設定、入居後の

心のケア等の支援、被災前のコミュニティの維持等）。 

・浸水区域の家（店）を修繕して居住（営業）してもいいのか。 

・居住していい区域はいつ明確になるのか（具体的な計画スケジュール）。 

・高台移転の候補地はあるのか、どこに移転するのか。 

・今回の津波の被害状況（浸水深さ、地区別の死亡者、両親を亡くした家庭等）。 

・生活再建に対する支援（義援金の支給、食料や家財の提供、被災者向け住宅の整備、町独自の無利息ロ

ーン、２重ローン対策等）について教えて欲しい。特に、住宅の再建ができない被災者の支援。 

・ガレキ等の撤去について（基礎、自動車、船、防波堤等は撤去してもらえるのか、いつまで無料なのか等） 

・策定委員の構成を教えて欲しい。 

・復興計画策定において、国や県、周辺市町村と連携をとっているのか。 

●●●●不満不満不満不満    

・住宅の全壊と半壊で支援の差が大きすぎる。 

・職員の対応が不誠実、不十分（町職員の人手不足、被災者への情報伝達不足等が要因と考えられる）。 

・生活排水等により、悪臭がする。 

・緊急雇用を含め、女性を対象とした雇用がない。 



4 

 

４４４４．．．．そのそのそのその他他他他、、、、具体的具体的具体的具体的なななな意見意見意見意見（（（（地区別地区別地区別地区別）））） 

    

●●●●山田地区山田地区山田地区山田地区                                                                                                                                                                                                                                                                

・国道 45号を今の防潮堤の高さまで嵩上げし、高台にドーム状の運動場を避難場所として整備し、車で逃

げられるような広い避難路を作る。それでも被害を受けそうな所に対しては保険をかけさせる。 

・北小学校から山の方に上がっていく道路の整備して欲しい。 

・国道 45号からの仮設の作業用道路が便利なので、今後もこの道路を活かして欲しい。 

・柳沢長崎線が途切れてしまっているので、この機会に整備のあり方を考えて欲しい。 

・町民の災害ボランティアへの参加者が少ないので、参加を促すような広報等をお願いしたい。 

・日赤による物資の支給は振興券にすればよい。必要な物が手にはいる上、地域の商業も潤う。 

・仮設住宅の抽選においては、他の地区に移れない漁師など職業による優先枠も必要だ。 

・国道、鉄道、電力網をどのように復旧するのか、それらと浸水予想が、住民がまちづくりを考える上で

の基礎になる。 

・復興計画は、アンケートを行い多数決で決めるのがよい。 

 

●●●●織笠地区織笠地区織笠地区織笠地区                                                                                                                                                                                                                                                                

・漁協は海の近くになければいけないと思うが、住む場所は海から離れた奥でも良い。 

・（災害復旧のために）三陸道の進入路が仮設整備されたが、非常に便利であった。恒常的に三陸道にアク

セスできる抜け道的な道路を整備して欲しい。 

・浸水区域は嵩上げして防潮機能がある公園にしてもらいたい。 

・津波は海底にたまったヘドロをさらう機能があるので許容し、海沿いは遊水池的な空間として考えても

いい。 

・織笠橋のトンネルの所から山田への一番高いところまでを嵩上げして、それを防波堤にする。鉄道も並

行にして一緒に嵩上げすれば、幅５０ｍぐらいの防波堤になる。 

・復興委員会の織笠支部を作ってもらいたい。 

・山田生コン工場の裏に高台移転に利用出来そうな場所がある。 

・織笠の水門事業を停止して、その分の予算で高台移転の場所を増やしたほうが良い。 

・織笠は、幅の広い道路を避難地まで整備れば、浸水区域にも高台にも住めるので、嵩上げした浸水区域

には住みたいと希望する人が住めるようになる。 

・ガレキを利用して防潮堤を作ることを検討してほしい。 

・居住地を高台に移転するだけでなく、避難所も高台に整備したほうがよい。 

・町会議員や県議会議員選挙が延期されているが、今後どうなるのか。 

 

●●●●大沢地区大沢地区大沢地区大沢地区                                                                                                                                                                                                                                                                    

・浜川目は今回の津波で一本道が寸断され孤立したので、どこかに抜けられる道路を整備して欲しい。国

道に抜ける道路でもいい。浜川目から光山を通り千代川自動車に降りるようなルートなら、あまり高く

ないので比較的簡単に林道整備が出来るのではないか。 

・大沢地区は、仮設住宅の建設やガレキの撤去が遅れている。 

・住民に意見を聞くのではなく、町長が自分の考えで先導しなくてはだめなのでは。 

・長崎に住んでいるが、長崎は嵩上げでよいと思う。 

・地域ごとに山を買って、高台住宅地を整備しては。 
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●●●●船越地区船越地区船越地区船越地区                                                                                                                                                                                                                                                            

・過去に計画されていた下町、上町、浦の浜を通す道路を実現してほしい。 

・孤立することにはならないように道路や浦の浜～国道 45号に高い橋を整備してほしい。 

・田の浜の下町は津波で壊滅したため、地盤の嵩上げが必要。 

・保育料を免除してほしい。 

・地震で被害を受けたところも、津波被害の対応と平等に支援してほしい。 

・船越小学校は、国道 45号より上に移してほしい。 

・船越小学校は、津波のかぶった高さを下限にして、再整備してほしい。 

・織笠大橋に歩道を整備してほしい。 

・青年の家の宿舎を、避難所施設として開放してほしい。 

・田の浜から国道への道路（３路線）は海よりも低いので、安全な道路を整備してほしい。 

・田の浜は、住む場所は高いところでなければいけない。 

・高台移住や 20ｍの広幅員道路の整備等、先人が考えた構想を活かしてほしい。 

・船越湾と山田湾を運河でつないでほしい。 

・田の浜から浦の浜をつなぐ高い道路が必要である。 

・奥に行くほど津波が弱まるよう広く市街地を整備し、住宅が全滅しないプランがいい。 

・アンケートなどにより住民意見を吸い上げて、復興計画に反映してほしい。 

・高齢者がお金を借りられるような制度を作ってほしい。 

・浦の浜に大きな橋を架けて欲しい。 

・湾口防波堤を検討してほしい。 

・震災後の議員活動が見えない。議員報酬をカットし、復旧・復興の資金にする。 

・牧野組合で使っていた土地を高台移転用に造成できないか。造成の構想を発表すると、町から出ていく

人の割合が低くなるのではないか。 

・堤防があり海が見えないため、海が見えるような整備を検討してほしい。 

・水産会社のするめが流されてきて、ウジが湧いたりハエが発生しており、伝染病の心配もあるため、消

毒をお願いしたい。 

 

●●●●豊間根地区豊間根地区豊間根地区豊間根地区                                                                                                                                                                                                                                                            

・6月に復興ビジョンが出たら、暫定の建物建設可能区域図を作った方が良い。 

・豊間根では、被災者カードを窓口に持って行けば支援を受けられる仕組みになっている。山田でもそう

すればよい。 

・豊間根では区長ではなく被災者が窓口をしているので、そうした方法を検討してほしい。 

・「基本的な理念」の「津波から命を守るまちづくり」は、「土地・建物を守る」の方が適しているのでは

ないか。 

・海沿いは働くだけにして、住むのは豊間根にするのが良い。このままだと、漁民は将来的には元の土地

に戻るのではないか。漁港を 1 つにまとめに、常に避難できる道路を整備したうえで、豊間根をベッド

タウン化してはどうか。 

・休耕田がたくさんあるので、仮設住宅地として活用してはどうか。 

・大沢の林道を浜川目まで伸ばせば、集落が孤立しないし、林道の沿道を平らにして開発すれば人が安心

して住めるようになる。 
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・袴田の後ろの山を通るような、大沢から川向までを繋ぐ道路をつくり、その沿道に住めるようにすれば

津波の危険区域から外れるし、国道 45号の代替路となる。 

・三陸縦貫自動車道沿道の海側の部分を全部平らにして住めるようにしたらどうか。 

 

●●●●大浦地区大浦地区大浦地区大浦地区                                                                                                                                                                                                                                                                

・大浦の波は他地区と違う動きをするのではないか、大浦の津波について研究し復興計画を考えてもらい

たい。はじめに津波の風圧で建物が壊れ、その後に津波が来たという話も聞いた。 

・浸水地域に柱を立ててその上に家を建てたいと考えているが、可能か。 

・理想を言えば、全て盛り土によって宅地をかさ上げすればいいと思うが、全ての浸水地域でやるのは財

政的に無理ではないか。 

・昔松原だったところの裏を買ってインフラを整備すれば、住めるようになる。 

・堤防は元に戻さなくても良いのではないか。津波が直接見えた方が、高台に逃げやすい。 

・神社の前の道路を倍くらいに拡幅して山を削り、そこに住宅をもってくれば、津波に対して問題がない。

今でも、山から下ってきて漁業を営んでいる人も多い。 

・道路拡幅するときに下水道や電線などのインフラを全部入れて、沿道に配線するような形にすれば、被

災時にも使える。 

・停電対策として、避難所に最低必要な発電機が欲しい。 

 

●●●●町外避難所町外避難所町外避難所町外避難所                                                                                                                                                                                                                                                            

・自分の山（下水処理場予定地隣）は宅地に向いているらしいので、町民のために提供したい。 

・自動車専用の避難場所があると良い。よく知らない場所を走っている時に、津波が来た場合、どこに逃

げれば良いのかが解らない。 

・田の浜の新宅地は大丈夫と思っていたが浸水した、これで大丈夫という高さはない。下水道工事で山手

の方を回って海蔵寺の方に抜ける計画があったようが、発生する土を新宅地の下に盛るのはどうか。 

・町外への脱出を防ぐ手立てが必要。早く方針を決めてもらえれば、住む場所を探せる。 

・私の土地は土地区画整理事業の対象区域にあるが、これから事業はどうなるのか。 

・盛岡に住んでいるが、広報は送ってもらえるのか。 

・これからのまちづくりは、食糧の支援を受けられないことを前提にして考えないといけない。また、日

常の生活圏が津波の被害を受ける地域にあることが問題である。 

・町外に住み、町内に土地・建物を所有していた建物が全部流されたので、固定資産税を減免して欲しい。 

 


